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概 要　妊娠 中毒症 （中毒症 と略）重症例 の 胎盤絨毛 を走査電顕 に て 観察 ， さらに 絨 毛血 管の 鋳型 を作成

し 病型別 （蛋 白尿 ：Ptype，高血 圧 ：Htype ， 蛋 白尿 ＋ 高血圧 ：PH 　type， 子宮内胎児死亡 ：IUFD ）

に絨毛立体構築変化 を比較検討した．また胎盤分葉 の 絨毛 の構成変化を画像解析に て 分析した ．
一

方 ，

構築 の 基本 とな る絨毛血管 の 変化 を透過電顕 に て も観察 した．

　1）走査電顕観察 で は 重症中毒症絨毛 は 正常例 に 比 し 著 し く錯綜 し
，絨毛表面 に 皺襞形 成 の 増加 を認 め

た ，終末絨毛 は 重症化 に 伴 い 細小化 し
， 高血 圧合併例 に そ の 傾向を強 く認 め た ．終末絨毛 は Ptype で 著

し く減少 を示 し た，微絨毛は Htype で は 短小化や滑生化を示 し，　 P　type で は 細長化 と微絨毛同 士 の 癒

合 も観察 され た ．

　2） 分葉を ， 母体面 ， 分葉 中央，胎児面 の 3zone に 分割 し
， さらに 絨毛を立体観察で 鑑 別可能 な幹絨毛，

中間絨毛，絨毛分枝 に 分類．各中毒症病型 に お け る こ れ ら絨毛 の 構成変化 を画像解析 に て検討 した ．絨

毛分枝の平均径 は 正常例 24．8μ ，Ptype　23．1μ ，
　 H 　type　17．9μ ，

　 PH 　type　17．7μ ，
　 IUFD 　13．8μ で，絨

毛 数 で は
， 絨毛が豊富 な分葉中央 と母体面 で ， 中毒症例 は 中間絨毛 が 正常例 の 約 58％ の 減少を示 し ， ま

た Ptype で は 絨毛分枝 の 減少 も著 明で
， 絨毛 の 高度な不育が 示唆 された ．

　3）絨毛 血 管 鋳型 の 観察 で は
，
Htype は 血 管 の 細小化 が

，
ま た Ptype で は 血 管 の 減少 が よ り著明 で あ

つ た ．
　4）絨毛 血 管 の 透過電顕観察で は 内皮細胞 の 変化が特徴的 で あ り，重症化 に 伴 い 内皮細胞 は 血 管内腔に

突出す る ご と く増加 な らび に 腫大 し，ま た細胞内 に フ ィ ラ メ ン トの 増加 が多く観察され た ．

Synopsis　Architectual　changes 　in　placental　villi　in　clinical 　types　of 　toxemia 　of 　pregnancy 　which 　were

divided　into　four　groups　acco τding亡o　the 　main 　maternal 　symptoms （hypertension：Htype ，　proteinuria：p

type，　PH 　type　and 　IUFD ）were 　studied 　by　scanning 　electron 　microscopy 　and 　computerized 　image　analysis

of 　serial 　para缶 n 　step 　sections ．　 Furthe  ore 　plastic　casts 　of 　vmous 　capillaries 　were 　compared 　and 　changes

in　endothe 賎al　cells 　of 　villous 　capillaries 　were 　observed 　by　transmission 　electron 　microscopy ．

　1）　Scanning　electron 　 microscopy 　 showed 　 characteristic 　differences　between　P 　type 　 cases 　and 　H 　type

cases ，　 Teminal 　 viUl 　 were 　markedly 　reduced 　in　number 　and 　showed 　few 　branches　especially 　in　P　type

cases ，　whereas 　in　H 　type　cases 　slender 　terminal　villi　were 　observed ．　 The 　surface 　structure 　showed 　rough

degenerative　microvilli 　in　H 　type　cases 　and 　slender 　long　mic τovilli　in　P　type　cases ．
2） Average 　diameters　of 　terminal　branches　estimated 　by　image　analysis 　were 　as　follows：Normal　cases ：

24．8μ ，
Ptype ： 23．1μ ，

　H 　type ：17，9μ，　PH 　type ：17．7μ，　IUFD ； 13，8μ．　 The　reduct 重on 　in　the　number 　of

intermediate　vim 　in　cases 　of 　toxemia 　of 　pregnancy 　was 　about 　58％ of 　that　 of 　normal 　cases ，

　3）　Plastic　casts 　of　villous 　capillaries 　emphasized 　these　changes 　in　each 　type．

　 4） Swelling　of 　the 　endothelial 　ceU 　into　the 　capillary 　lumen 　was 　observed 　and 　an 　increase　in　the 　number

of 丘lamentous　structures 　 in　the　 cytoplasm 　 of　endothelial 　 cells　 was 　 detected　 by　transmission　 electron

microscopy ．

Key 　words ： Toxemic 　pregnancy ・Image 　analysis ・Electron　microscopy

　　　　　　　　 緒　　言

中毒症胎盤 に は 母体 状況 に伴 い 種 々 の 変化 が惹

起 され て お り， 光学顕微鏡お よ び透過型電子顕微

鏡を用 い た形 態変化は 現在 ま で 多 く報告 され て い
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る
2）3｝．一方胎盤絨毛は 妊娠進行に 伴 い 分葉を単位

に 3次元的 に成長成熟 し，中毒症の 環境 悪化は 絨

毛構築に も影響 をお よぼす こ とが推察 され るが ，

立 体構築変化に 関する報告 は きわ め て 少ない
4｝．

　中毒症の 病態生理 は い まだ 不明で あ り， 複合疾

患ある い は 症候群 と し て とらえ られ て い る
1）．そ

の 分類に 際 し て は，主要徴候で ある 高血 圧，蛋 白

尿が と くに 重要 と考 え られ ， 胎盤 絨毛の 変化 もこ

れ らの 重症度 に 関係す る こ とが 十 分 に 考え られ

る ．著老は ，中毒症を高血 圧（Htype ），蛋 白尿（P

type），両方の 症状が重症 （PH 　type）と胎児死亡

（IUFD ）に 分類 し ， 病型別の 絨毛 の 構築変化を観

察す る こ と に よ り， 中毒症 の 胎盤 へ の 影響を検討

した ．

　　　　　　 研究対象お よび方法

　 1．対象

　1980年よ り1986年ま で ， 信州大学 医学部付属病

院分娩部に て 分嬬 した 日本産科婦人科学会妊娠中

毒症委員会分類の 重症基準を満た し，症状 が 2 週

間以上 持続 した妊娠36週以前発症の 重症妊娠中毒

症胎盤 29例 を ， 母 体症状 にて H 　type，　P　type，　PH

type
，
　IUFD の 4 群 に 分類 し た ，対照 は 初産正常妊

娠分娩 の 胎盤 10例を用 い た （表 1）．

　2。方法

　1）走査電顕 に よ る絨毛観察

　走査電顕 は娩 出直後の 胎盤中央 の 分葉を 胎児面

垂直 に 2cm 幅に 切出 し，0．1M カ コ ジ ル 酸緩衝液

（pH 　7．3）に て 洗浄後 5％glutaraldehyde ［0，1M

カ コ ジ ル 酸緩衝液 （pH 　7．3）］に て 固定． 6時間後 ，

分葉中央 を 4× 4× 4mm 角に 細切 し再 固定．上 昇

エ タ ノ
ー

ル 系列に て 脱水，イ ソ ア ル ミ 処理 し， 日

立 HCP −1 にて 臨界点乾燥後 ，
　 JEOL　JFC・1100に

て炭素 。金蒸着 し，JEOL　JCXA −733に て 低倍率

（180倍）で 絨毛搆築 を ， また高倍率 （10，000倍）

に て 絨毛表面 の 微絨毛を走査電顕観察 し た ．

　 2）絨毛径 ・絨毛数 の 計測

　走査電顕像 に て 幹絨毛 ， 中間絨毛 ， 絨毛分枝を

鑑別．それぞれの 症例で 分枝 10本の絨毛径を計測

し 平均値を算出した ．
一方分娩直後，胎盤 を半切

し100％ エ タ ノ ー
ル で 24時間固定後 ， 胎盤中央に あ

た る分葉 を胎児面垂直に 切 出し，脱水後 パ ラ フ ィ

ン 包埋 し ，
10μ 間隔で 3μ 厚の 亜 連続切片を 4 枚作

成。順次 HE
，
　AZAN

，
　PAM ，　HE 染色 ．次 に 分葉

各部 を母体面，分葉中央，胎児面 の 3zone に分割

し
， そ れ ぞ れ の zone の 6 ヵ 所 の 部 を Nikon

VBS ・2光学顕微鏡 に て 1DO倍 で 写 真撮影．焼付け

引き延ばした 最終倍率200倍光顕亜 連続切片 の 写

真 （4 枚 1 組）i9　NEC 　IN503　image　reader （読

み 取 り密度 0．1mm ＝ 1pixcel ： 実長 0．5μ ＝ 1pix −

cel 相当）に て computer （NEC 　PC −9800XL ）の

4plane の VRAM 上 に読み込 み再構築 した ．絨毛

解析の program の 基本は
，

4plane に 重合せ ずま

た血管像の な い 像は 消去 し写真縁 に か か る 50μ 以

下 の 像 も消去，幹絨毛を 鑑別 カ ウ ン ト後 ， 次に 絨

毛像周 囲を ト レ ース し変 曲点 を 求め 絨毛枝を 分

離 ， 周囲 8dot 間隔に 対 し て 垂線を引 き垂線長 を

求 め た ．絨毛分枝 は そ の 走 行 と切 片 に よ り楕 円

（円）に な る こ と に よ り，楕 円の 長軸短軸 を垂 線長

に て 算出 ， 短軸を絨毛径 とし ， 分枝を長 軸実長50

μ 以下 で 絨毛 直径 が 走 査 電 顕 像 で 求 め た 直 径

＋ 1SD 以下 を満た す像を絨毛分枝 と し た．また分

枝算出で 識別不 可 とされた 像は 実写真に て 検定 し

絨毛を 3 分類 し各 zone に お け るそ れぞれ の 絨毛．

数 と構成 変化を 求めた （図 1）．

表 1　 検討症例 の 概要

分　 　類　 （n ） P　 （7） H 　（7） PH 　  IUFD （8） 対　照 （1の

症状 発現 週数 （w ） 25．2± 6．425 ．1±5，226 ，1±2．426 ．1± 4、0

分 娩 週 数　 （w ） 36、3± 2．636 ．8± L934 ．2±253L3 ± 2，237 ．3士 0．7

児 　体　重　（9） 1，904±4891 ，905±5231 ，587±403LO17 ± 4033 ，127± 257

胎 盤 重 量 （9） 359±53315 ± 93246 ± 71230 ± 77441 ±63

⊂mean ± SD）
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図 1　 4 枚 の 写真 を読み 込 み 処 理 した合 成絨毛像 の 画

　像解析中 の CRT 像．　CRT の 上 半 分 の 絨毛 は 絨毛輪

　郭 よ り垂 線が 引か れ 解析 終 了 した 像 で ，右 側 の グ ラ

　フ 様像 は 現在解析 中 絨毛 の 垂 線 長 の patternを 示

　す．下段 は 計測終了 し た 絨毛の patternを 表示 す る．

　 3）血1管鋳型観察

　 娩出直後 の 半切 し た 胎盤 の 勝帯動脈枝よ り分葉

を heparin加生食で 洗浄後 ，
1．0％glutaraldehyde

匚0．1M カ コ ジ ル 酸緩衝液 （pH 　7．3）］に て還流固

定，大 日本 イ ン キ 化学 K ．K ．製 の 毛細血 管注型用樹

脂 Mercox 　CL −2B を 注入 （注入圧 90mmHg ）し硬

化後20％ KOH 液 に て 胎 盤実質を溶解 し 血 管鋳型

を 作成．分葉全体を 写真撮影 し脱水後 ， 走査電顕

観察 し た ．

　 4）透過電顕 に よ る絨毛血 管観察

　透過電顕材料 は
， 走査電 顕用洗浄前 の ブ ロ

ッ ク

よ り2mm 角の 小片を採取 し ， 5％glutaraldehyde

［0．1M リ ソ 酸緩衝液 （pH 　7．3）］に て 固定， 1％

osmium 　tetroxide 匚0．1M リ ソ 酸 緩 衝 液 （pH

7．3）］ に て 60分再固定，上昇 エ タ ノ
ー

ル 系列に て

脱 水 し エ ポ ン 包埋 後，LKB2088 　 Ultratome に て

60nm の 超薄切片を 作成 し uranyl 　 a ¢ etate ，
　 lead

citrate に よ る 二 重電 子染 色後 JEOL　JEM −1200

EX に て観察 した．

　　　　　　　　　研究成績

　1．走査電顕 に よ る絨 毛観察

　1）絨毛構築 の 変化 （走査電顕低倍率観察）

　正 常例 に 比 し 中毒症例 の 絨毛は 錯綜 し ， 皺襞形

成 の 増加 を認め た ．Ptype で は 絨毛お よ び 分枝 の

減少が著明で ，終末絨毛 同士 の 癒合 も観察 され た．

ま た 不完全 な絨毛芽 の 増加 を 認め た ．
一

方 Htype

例は 重症化に 伴 い 機能絨毛 の 細 小化が 著明で ，い

わ ゆる grape −like　terminal　branchの 形成が乏 し

く棍棒状 の 終末絨毛を認め た．PH 　type，　IUFD で

は そ の 傾 向が 一
層高度 で ，絨毛 の 太 さ も ぎわ め て

不 揃 い で 表面 に 皺襞形成 の 増強を認め
， 絨毛間腔

に フ ィ ブ リ ン 網の 形成を認 め た （写真 1）．

　 2）絨毛表面構造の 変化 （走査電顕高倍率観察）

　 終末絨毛 の 微絨毛 は 正常例 は い ずれ もベ ル ベ
ッ

ト状の 短い 微絨毛が 密生 して い る．しか し重症中

毒症 の 各病型 に お い て は 特徴 的所見 が 認め られ

た ．すな わ ち Htype で は 微絨 毛が短小で 変性 し

て お り重症化に 伴 い モ ザ イ ク 的に 滑生化 し，
一方

Ptype は あた か も妊娠初 期の 微 絨毛の ご と く粗

生細長化 し，微絨毛 の 癒合像 も観察 され た．PH

type と IUFD は 微絨毛構造 が認 識で ぎな い 部位

が多 く， 裹面 に フ ィ ブ リ ン 様物質の 沈着を 認め た

（写真 1 ：inset）．

　 2．画像解析 に よ る絨毛構成変化

　 画像解析 に て 算 出した各群に お ける絨毛分枝 の

平均 径は
， 正 常例 24．8μ ± 4．6

，
Ptype 　23，1μ ±

4．0，Htype 　17．9μ ± 2．5，
　 PH 　type　17．7μ ± 2．4

，

IUFD 　13．8μ ± 32 で 高血 圧合併例 は 有 意に 低値

を示 し た （t検定 に て p＜ 0．001）．分葉垂直面に お

い て の 絨毛数の 変化 は
， 分葉中央 と母体面で その

変化 が 著 明 で あ り，中毒症例 で は 中間絨毛は 約

58％ の 減少 を示 し た ， しか し絨毛分枝は Htype

で は 正常例 に 比 し て も増加 し，絨毛構成変化 と し

て ，Htype で は 絨毛分枝 と中間絨毛 と の 構成が 分

葉中央，母体面部 で 1 ： 1 で ある の に 対 し，Ptype

で は 分枝の 比 率が 2 ： 1 の 結果で あ つ た （図 2）．

　3．絨毛血 管鋳型 に よ る絨毛血管観察

　 各 type ともそ の 特微が 本法に よ り強調 された

結果 となつ た ．正 常例 に 比 し中毒症各群 で は い ず

れ も絨毛血管 の 減少が著 し く，とくに Ptype で 著

明 で あ っ た ．Htype で は 絨毛血 管は 細小化 し正常

例で 認め られる コ イ ル 状 の 終末絨毛血 管が乏 し い

傾 向が観察 された （写真 2 ）．

　4．透過電顕に よ る絨毛血管 の 観察

　透過電顕 の 終末絨毛血 管観察で は 内皮細胞 が血

管腔 に 突出す る形 で 血 管を狭小化 し，核は腫大 し

核膜弯入 を認め る。また Ptype は 内皮細胞 の 増加

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

88 妊 娠 中毒症胎盤絨毛 の 立体構築変化 に 関す る 研究 日産 婦 誌 43巻 1 号

写 真 1　分 葉中 央 絨毛 の 走 査 電 顕像 （× 180） と

　　　　　　　 微絨毛走査電顕像 （inset： ×10，000）

　a ，高 血 圧 例 （eH ：分娩 週数36週．児 体重 1，100g）
　　 細 く棍棒状の 終末絨毛 を 認め る．ま た 微絨毛 は 短

　　 小，滑 生化 を認 め る．（inset）
　b ’

蛋白尿例 （eP ：分娩週数36週．児体重1，545g）
　　 終末絨毛 は 分枝 に 乏 し く不 正 な絨 毛 芽 を認 め る，
　　 微絨毛 は 粗 生 細長化 し 微絨毛 の 癒含 も認 め る，
　　 （inset）
　c ：高 血 圧 蛋 白 尿 例 （ePH ：分 娩 週 数 34週．児 体 重

　　 1，450g）終末絨毛径も不 揃 い で ，皺襞形成 を 認め

　　 る．微絨毛 に は 癒 合 変 性 が高度 に 認 め られ る，
　　 （inset）

　d ：胎児死 亡 例 （EPH 　l分娩週 数31週．児体重 760g）
　　 皺 襞 形 成 を示 し錯 綜 す る終 末 絨 毛．微 絨 毛は 著 明 な

　　 減少 と変性を認 め る．（inset）

　e ：正 常例 （分娩週 数38週，児体重3，010g）
　　 均

一
で ， 豊 富 な grape ・like　terminal　branch　ig認め

　　 る．ベ ル ベ ッ ト状 の 密生 し た 微絨毛 （inset），
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写真 2　 分葉 血 管 鋳型 の 走査 電 顕像 （× 45） と

　　　　　　　　　　　　　　分葉全景 （inset：× 1）

　a ：高 血 圧 例 （eH ：分 娩 週 数37週．児 体 重 1，930g）
　　 細小化 と 延長化 し た 絨毛血 管鋳型像。

　b ．蛋白尿 例 （EP ：分娩 週数33週．児体電1，120g）
　　 終末絨毛血 管の 減少を 高度に 認め る．

　 c ：高 血 圧 蛋 白 尿 例 （ePH ：分 娩 週 数34週、児体 重

　　 1，450g）細小化 と減少を示す終末絨毛血 管．

　d 、胎児死 亡 例 （EPH ：分娩 週数30週，児体重 1，260g）
　　 幹絨毛 の 血 管鋳型 の み で 終末絨毛 血 管 は 高度 に 減

　　 少．

　e ：正
」
常例 （分娩週 数38週，児体重3，010g）絨毛像 と同

　　 様 に コ イ ル 状 の 豊 富 な 終 末絨 毛 血 管 を 認 め る．
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写 真 3　終末絨毛 血 管の 透 過 電 顕 縁 （× 4，000）

　a ：高血 圧例 （eH
’
分娩週数37週．児体重1

，
930g）

　 　 狭 小化 した 絨 毛 血 管 内腔 と核 膜 弯 入 を 認 め る 内 皮

　　 細胞．

　b ：蛋白尿例 （eP ：分娩週数37週．児体重1，780g）
　　 内皮細胞 は 腫大 し 細胞質内 に フ ィ ラ メ ソ トの 増加

　 　 を認 め る．

　c ：高 血 圧 蛋 白尿例 （ePH ：分娩週 数32週．児体重

　　 1，180g）血 管内腔 に 突出す る内 皮 細 胞 と細 胞 質の

　　 腫大 を 認め る．

　d ：胎児死 亡 例 （EPH ：分娩週 数31週、児体重760g）
　　 内皮細胞 の 変性 に 伴 う絨毛血 管 の 高度 の 障害像，

　 e ：正 常例 （分娩 週数 38週．児 体重 3，010g）偏 平 な内 皮

　　 繝胞 と十 分拡張 し た 絨毛血 管腔 を 認 め る，
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　 絨 毛

　 　 　

　 　 　

胎 児
　 　 　

　 　 　 6e

　 　 　 40

分葉中央
　 　 　 20

　 　 　 　 6e

　 　 　 　 40

　 母 体 面

　　　　
2

：

覊 凝 九ρ ，訴 ：：』◎＿ 繊渥鑑
pa　2　中 毒 症病型 と胎盤分葉中央垂 直断面の 3　zone の 各 絨毛 数 （各 症例 1　zone は 6カ

　所 計 測 ） な らび に 絨毛分枝の 平均径 （各症例 分枝10本 計 測 の 平均 ）

と瀰漫性の 細胞腫大 と細胞質内に フ ィ ラ メ ン トの

増加 を多 く認 め た （写真 3 ）．

　　　　　　　　　考　 　察

　近年中毒症は 新た な知見や 考 え方 に よ り見直 し

が行わ れ て お り， 主要徴候 で ある高血 圧 と蛋 白尿

に つ い て は ，中毒 症 の 本 態 は PIH （Pregnancy

induced　hypertension）で ， 蛋白尿は別の 機序と し

て 考え る べ きとの 見解が 強 い ． こ れ ら中毒症 の 変

化や 影響 を究明す る た め ，超音波断層法な どに よ

り胎 盤 の in　vivo の 変化 を と らえ る試 み
1°）

もな さ

れ て い る が
， 集約 され た 変化を 観察す る に は依然

と し て 光顕，電顕 に よ る組織所見が重要で ある．

形態学的検索法で は，以前は 2次元 的観察が主体

で あっ た が
，
Kaufmann 　et　al ．s〕，　 Schuhmann　et

al．9｝
は ，胎盤で は 分葉を単位に ， 胎児面 と母 体面で

は 構造的に も， 組織所見上 も差異を認め
， 実態像

は 3 次元的見地 に た つ た 検 討 が必 要 と述 べ て い

る．そ こ で 今回 は 走査電 顕所見 と光顕 連続切片 に

よる 3 次元的解析に て
， 絨毛数 と絨毛 の 形態変化 ，

さ らに表面構造 と絨毛血 管に 着 目し，中毒症病型

間の 構築変化を検討 した ．まず絨毛数の 変化で あ

るが
，
Franqois5）は ，正常例 に 比 し中毒症重症例

は ，終末絨毛数 の 52％ もの 減少 と逆 に幹絨毛の 増

加 を認め た と報告 し て い る．今回 の 検討で も中毒

症各群 と も中間絨毛数は 58％内外 の 減少 を 示 し

た．し か し立体的観察に よ り絨毛分枝を鑑別す る

と，Htype と Ptype で は 中間絨毛 に対 し絨毛分

枝 数が 2倍近 く異な る結果を え た が
，

そ の 分枝径

は Htype で 著 しい 細小化を 示 した． さら に 絨毛

血 管の 鋳型で は ，絨毛数の 減少以上 に中毒症胎盤

は 高度の 血 管減少を示 した． こ の 結果 は鋳型作成

上 樹脂 の 注入が されず 強調 され た 可能性 もあ る

が ， 鋳型像も病型間に て 差異 を認 め る こ と に よ り

中毒症で は機能絨毛血 管の 狭小化 と減少 を示唆す

る 結果 と考え られた．中毒症胎盤 に は 以前 よ り中

毒症固有の所見や 変化はな い とされ ， さ らに絨毛

の 形態変化 と し て Fox 　et 　al ．6）は
， 悪環境に 対応す

る 反応性 と修復性変化 ならび に効率化をめ ざした

所見が混 在す る と述べ て い る，さ らに Hustin　 et

aL7）は
， 絨毛細胞 の DNA 合成 の 検討 に て ， 中毒症

で は 絨毛血 管内皮細 胞 の
3H −thymidine の 取 り込

み は きわ め て 高 く， こ れ は合胞細胞の 障害に 対す

る内皮細胞 の 代償性増殖能を示 し ， さ ら に 血 管 の

補空性代償性増生 を も示す と し て い る． し か し重

症中毒症で 子宮内胎児発育遅延 （IUGR ）の 胎盤 の

検討で は ，終末絨毛 に て も血 管は 減少 し て い る と

の 結果で
2 ）

，
こ れ は 障害が代償機能 を上 回 つ た 結

果 とも推論 されて い る
5）
，今回 の 観 察に て 認め ら

れ た 内皮細胞の 細胞質 の 腫大や フ ィ ラ メ ン ト の 増

生 を ， 田 中
3）は絨毛 の 生 物学的輸送 能力 の 低下 お

よ び胎盤血流障害を惹起 し，IUGR 発生 の
一因 に

な り うる と推論 して い る．著者は， こ れ らの 内皮
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細胞変化は
， 代償性．［氤管増生 さ ら に 絨毛の 発生成

長障害 に 至 る悪循環 の 障害像 とも推察し て い る．

絨毛 の ご と く短期間に 成長 し機能形態を変化す る

組織は ， 成長成熟加齢 の観点か らそ の 変化所見 を

検討する 必要 が ある．villous 　tree　construction よ

り考察す る と，Htype で は，絨毛分枝は細長化や

微絨毛の 滑生化な どの 障害像を示 す も，分葉中央

と母 体 面 に て 豊 富で あ り， さ らに透 過電顕 に て

collagen の 増加 ，基底膜の 肥厚な どの 反応 性 と解

釈 され る所見 も多く認め る こ と よ り，絨毛の 加 齢

の 促進が示 唆された ，一方 Ptype で は
， 細長化 し

た 微絨毛，ま た 絨毛分枝の 不全 と減少な どは
， 絨

毛 の 発育不 全 と未熟性 が推察され た ，今回 の 検討

例 は 長期重症例で あ り，
Htype と Ptype の 母 体

病態 の 差異 とあえて こ の 絨毛形態変化 を関連づ け

る と， H 　type の 絨毛変化は
， 純粋型中毒症胎盤病

変の 主因子 とされ て い る子宮胎盤循環不全 に よ る

hypoxia　hl5〕
rw7

）
， 同様 に 絨毛形態変化 の 原 因 とも

考え られ る．し か し Ptype で は ，絨毛形成不 全や

未熟性変性 な ど の 見解 と病態 よ り，他の 因子 ま た

は そ の 加重 ， 例え ば母体の 蛋 白漏出に 伴 う栄養代

謝異常な どが
， 関与す るもの と推察された ．血 管

内皮細胞 の 変化 も，近年加齢変化 と の 関連 よ りも

重視 され て い るが ， そ の 微細 な変化の 成 因また 生

成機序は 解 明 され て お らず ， 今後生化学的研究方

法 も含め 多方面 よ り検討究明 され る こ とが望 まれ

る．

　 稿 を 終 わ る に あ た り，御 指 導 を賜 りま し た 福 田 　透教 授，

塚 原嘉治助 教 授 また 松本 歯 科大 学生 物学教室，川原
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祐教
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松本歯科大学赤羽章司電顕室室長に 感謝 し ます．

　 な お 本論文 の 要 旨は 第13回 日 本臨床電子 顕微鏡学会 （久
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